












まとめ 

IUGR 症例の各種胎児胎盤機能検査法についての検討では,それぞれ病態の特徴を表現して

おり,IUGR の管理の有力な手段となり得ると考えられる。とくに hPL は極めて有用な検査

法であることが判った。 

また,IUGR を安全に分娩させるには肺の成熟が充分に認められることが一つのキーポイン

トであること,このための肺Surfactantにおける検査では,Phosphatidyl-glycerolの存在

が重要であることが示唆された。 

未熟児,極小未熟児,低出生体重児の予後調査で,全体として言えることは,SFD 児の方が死

亡比は良好であり,RDS 発症の頻度も少い成績であった。また,出生体重 750g 未満,妊娠 26

週未満の児については,さらに新生児救命への改善の努力をしなければならないことがク

ローズアップされた。 

また,IUGR の管理,とくに治療法に関しては,テオフィリンの効果が期待できる結果が得ら

れた。すなわち,実験動物 IUGRを用いた成績から,テオフィリンは①母児間の物質移行の増

加,②子宮胎盤血流量の増加,③母体心拍出量増加,④子宮筋収縮に対する弛緩作用,⑤胎盤

内の C-AMP 量の上昇などの作用を認め,臨床使用の可能性が示唆された。 


